
毎月リレー形式で、江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

Vol.16

市内で活躍する人
やお店をリレー形
式で毎月紹介。掲
載された人が次の
取材先を紹介する、
“つなぐ・つながる” 
をテーマにした企
画です。A3 判（フ
ルカラー）を市役
所や市内各所、電
子版で見ることが
できます。

（ゴー・オン）

　facebookで情報を発信しています　　　　　　　　　　　　　　　　　江田島市地域おこし協力隊

シリーズ連載　その76
　「つむぐ通信」では、地域おこし協力隊員が、月替わりで活動内容やイベ
ントなどのお知らせ、地域おこしに関する企画や提案を紹介していきます。
【江田島市地域おこし協力隊】
体験型観光推進員　　　　 塚田　忠則
プロモーション推進員　　 牛尾奈緒子
空き家活用ディレクター　 蛇草　孝介
国際交流支援員　　　　　 大方　芳恵
えたじま里海ナビゲーター 守本　怜矢

今月は

守
もりもと

本 怜
れ い や

矢さん

　
こ
ん
に
ち
は
！
今
年
度
よ
り
江
田
島
市

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
、
さ
と
う
み

科
学
館
に
配
属
と
な
り
ま
し
た
、
守
本
怜

矢
と
申
し
ま
す
！

　
前
職
は
、
人
の
暮
ら
し
や
仕
事
に
対
す

る
想
い
を
形
に
し
た
い
と
思
い
、
建
築
事

務
所
で
設
計
や
施
工
、
Ｃ
Ｇ
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
製
作
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
今
年
で
20
周
年
を
迎
え
る
さ

と
う
み
科
学
館
の
新
し
い
可
能
性
を
切
り

開
く
た
め
、
事
業
計
画
や
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

提
案
、
地
域
と
の
連
携
を
鑑
み
た
仕
組
み

づ
く
り
を
目
指
し
、
日
々
画
策
し
て
い
ま

す
。

江
田
島
市
と
の
出
会
い

　
僕
が
初
め
て
江
田
島
市
に
来
た
の
は
、

約
5
年
前
に
な
り
ま
す
。
当
時
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
で
沖
美
町
が
ん
ね
地
域
に
お

け
る
海
上
レ
ス
ト
ラ
ン
を
実
現
す
る
た
め
、

企
画
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
、
事
業
計
画
の

策
定
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
残
念
な

が
ら
、
法
的
な
規
制
や
イ
ン
フ
ラ
の
課
題

な
ど
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
障
壁
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
実
現
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
経
験
の
お
か
げ
で
江
田

島
市
を
広
く
理
解
し
、
よ
り
良
い
体
験
を

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

方
法
が
必
要
な
の
か
、
多
様
な
知
見
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
の
が
何
よ
り
の
収
穫
で

し
た
。

里
海
と
い
う
地
域
の
文
化
と

環
境
を
輝
か
せ
る
言
葉
と
の
出
会
い

　
建
築
事
務
所
を
経
て
、
再
び
帰
っ
て
く

る
こ
と
が
で
き
た
こ
の
江
田
島
市
に
お
い

て
、
僕
は
少
し
で
も
地
域
の
方
が
心
豊
か

に
過
ご
せ
る
社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
情
報
を
収

集
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
さ
と
う
み
科
学
館
の
由

来
と
な
っ
て
い
る
「
里
海
」
と
い
う
言
葉

は
、
地
域
の
文
化
性
や
瀬
戸
内
海
の
環
境

を
、
世
界
に
発
信
し
て
い
く
の
に
適
し
た
、

他
に
類
を
見
な
い
言
葉
で
し
た
。

　
定
義
と
し
て
は
、
「
人
の
手
が
加
わ
る

こ
と
に
よ
り
、
生
物
の
多
様
性
や
生
産
性

が
上
が
っ
た
沿
岸
域
」
と
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
言
葉
の
存
在
は
、
海
と
共
に
暮
ら
す

こ
の
島
の
人
た
ち
の
幸
せ
な
暮
ら
し
や
文

化
、
そ
し
て
瀬
戸
内
の
環
境
が
稀
有
な
も

の
で
あ
る
と
、
確
信
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
、

素
敵
な
言
葉
で
し
た
。

　
そ
こ
で
僕
は
こ
の
言
葉
を
軸
に
、
多
く

の
方
が
連
携
し
て
、
江
田
島
市
の
魅
力
を

引
き
出
す
仕
組
み
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
想
い

　
僕
は
江
田
島
市
と
い
う
町
は
、
明
確
な

ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
出
し
、
一
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
を
行
う
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、

世
界
的
に
価
値
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。
僕
は
そ
の
妄
想
を
現

実
の
も
の
に
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
日
々

奔
走
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
!!

↑里海チームイメージ↑里海チームイメージ
←事業カテゴライズイメージ←事業カテゴライズイメージ

島で『美』の総合専門店を目指したいです。
　大柿町大原「まつげエクステ」と書かれた幟が目立つお店。目の前を通るたびに、どんなお店なんだろうと興味を持つ
方も多いのではないだろうか。今回は美容サロン・Leciel（ルシエル）さんにお話を伺いました。

「だったら自分がすればいい」から施術者の道へ

相談すれば何でもできる！美の総合専門店に

　「まつげエクステ」「ホワイトニング」など、島ではあまり見かけない幟が目立
つお店・Leciel。お店に入ると、素敵な笑顔で出迎えてくれたのは、オーナーのヒ
ロエさんだ。店内には、ありとあらゆる美容に関するものが置いてあり、ますます
興味が湧いた。「うちはまつげエクステ、歯のホワイトニング、ネイル、増毛、脱
毛、エステ…美容に関することがたくさん揃っている、そんなサロンです(笑)」
　2018年に開業し、今年で4年目となるLecielは、オーナーが話すように、さま
ざまな施術ができる一風変わった美容サロンだ。「元々ここは倉庫だったんですけ
ど、昔からもったいないなと思っていて。ここを使って何かできないかなと考えて
いました」自分ができること、興味があることは何だろう…そう考えていたが、行
動に移すのはなかなか難しかったという。「子育てに家の手伝いに大変だったので。でもこのまま普通の主婦にはなりた
くないという思いも常にあって(笑)。どうしようかなと迷っていた時に『まつげパーマ』に出会ったんですよ」元々美容
に興味があったオーナー。当時流行し始めていたまつげパーマの施術を受けたことをきっかけに、お客さんから施術者へ
の道が拓くこととなった。「20年以上前は、サロンの施術が優れてなくて。実際にパーマをかけた時に、自分が思ってい
たような結果にならなくてがっかり…でも同時に、私が施術できるようになればいいんだ！って思って(笑)。すぐに講習
を受けて、パーマだけじゃなくまつげエクステも学び、美容に関する勉強をどんどんしていきました」子育てや仕事、家
の手伝いをしながら施術者の道へ進み、ますます美容に関する技術と知識を深めていった。

　「やると決めたからには、絶対にやる。子どもたちにもそんな
姿を見せたくて、頑張っていたのかもしれません」その後、さま
ざまな美容に関する技術を学ぶため、改めて学校に通い始めた
オーナーだったが、ある思いが浮かび始めたという。「結局自分
は何をしたいんだろうと。実践しないと意味が無いし、もっと挑
戦していきたいと思うようになって、あえて県外のサロンに勤め
て技術を上げることにしたんです」島と県外のサロンを行き来し
ながら、自分のお店を持つために新たな挑戦が始まった。「家族
も協力してくれたので頑張れましたが、恐ろしいスケジュールを
こなしていましたね(笑)」努力の甲斐もあり、2018年5月にLecielがオープン。今では背中を見せ続けた
子どもたちも美容の道へ進み始め、今年から娘さんがネイルの施術を担当することになった。
　お店は完全予約制、プライベートな空間で人目を気にせずさまざまな施術を受けられる。「島にお店が
あったから助かったと言われるのがお店を続けている理由の一つ。美容に興味のある人も多いとは思うの
ですが、遠出が面倒くさく、なかなか外に出るのが難しい方もいると思います。Lecielに来たら、相談し
てくれたら、何でも施術ができる。島の美容の総合専門店にしていきたいと思っています。誰でも気軽
に、お子さま連れでも遠慮なく来てくださいね！」

Leciel ヒロエ さん

娘さんのネイル施術は￥3,000～。始めたばか
りですが、頑張っています！

Leciel ／大柿町大原7145　営業時間：10:30～19:00
　　　　定休日：日／☎ 27-7710（完全予約制）　　Instagram「leciel0522」で検索！

広報えたじま　連動企画

毎号リレー形式で江田島市内で活躍する人やお店を紹介！

ETAJIMA Vol . 1GoON!
interview 働く場所でも、遊ぶ場所でもない。

みんなが集まって「ほっ」とできる、そんな場所にしたい。

( NORA・早稲田 圭)

　能美町中町港から歩いて約 5分。窓からのぞく “金色のゴリラ” が目印の大きな家が『NORA』だ。
満面の笑みで案内してくれたのは、オーナーの早稲田圭さん。生まれ育った江田島市に横浜から U
ターンして 2 年。U ターンのきっかけは、こどもが産まれ、将来を考えた時に江田島市で子育てが
したいと思ったからだそう。圭さんは、本職である設計業で補いながら、宿泊業と飲食業を運営し、
奥さんの慶乃さんは、女将業だけでなく、ヨガや SUP のインストラクターとしても活躍。島暮ら
しを満喫している。1 日 1 組限定の民宿『体験民宿 NORA』を 2020 年に立ち上げ、『喫茶のら』
は今年開店したばかりだ。民宿は元々観光客向けに始めたものだったが、宿泊客の中には江田島市
で新しく何かを始めたいと話す人や、地域の方々と交流したいという人も多くいた。「お客様のお
話を聞いて、もっと地元の人たちとのかかわりを増やすために、民宿だけではなく喫茶店も始めよ
うと思いました。たくさんの人が繋がる場所になればいいなと。あと、僕は地元出身なので、観光
客だけじゃなく、江田島市に住む皆さんや、江田島市へ仕事で来ている皆さんに温かいごはんや美
味しいコーヒーを楽しんでほしいと思ったんです」

生まれ育ったまちに U ターン。地元の人たちとのかかわりを求めて

　圭さんの故郷への想いと前向きな行動は、コロナ禍の中でも多くの人を惹きつける。近所に住むおばあちゃんやおじいちゃん、
お昼休憩に駆け込むように店に入って来る働く人たち、江田島市に興味を持ち情報交換を求めて訪れる市外の人たち。　「僕はこ
の場所を、相談窓口まで固くはないけど、誰でも気軽に話をしに来れる場所にしたいんです。もちろん、人を呼び込むだけでは
なくて、そのあとをどうフォローしていくか。訪れる人みんなが “ほっ” とできる存在になれれば」
　江田島市から一度出たからこそ、江田島市の魅力を感じた。地元の知人や友人たちが言っていた “江田島は面白くない” とい
う言葉を聞いて「じゃあ、これから面白い場所にしていこう」と決心した圭さん。地元のことだけでなく、外に出たからこそ
わかる経験や視点を活かして、自分の役割を見出し、自分たちだからできることを楽しみながら実行していくその姿には、周
りの人も感嘆するほどだ。「島を楽しみながら働きまくる旦那と、島を楽しみながら遊びまくる妻。それでいいんじゃないです
かね ( 笑 )」地元を愛する圭さんと、いつでも元気いっぱいの奥さんは、今日を楽しみながら、前へ進んでいる。

「面白くない」は「面白くすることができる」

「体験民宿NORA」「喫茶のら」は中
町港から三高方面へ海沿いまっすぐ
徒歩約 5分です。

�

�

�
1. 早稲田ファミリー。NORAの看板息子・りゅうちゃん (3 歳) もお待ちしてます！　2. 昔懐かしい雰囲
気の宿泊スペース。　3. “母の味” が満喫できる人気の日替わり定食はボリュームたっぷりです。
お問い合わせ：０７０－４０３０－０６８４（NORA）

『Go ON』とは？

江田島市内で活躍する
人やお店をリレー形式
で毎月ご紹介。気にな
るあの人、いきつけの
お店…みんな繋がって
いるかも？掲載された
人が次の取材先を紹介
する、“つなぐ・つなが
る” をテーマにした企
画です。

★市役所や江田島市内の各所で
　配布しています。是非お手に
　取ってご覧ください。

おすすめポイント！

女将の慶乃さんは「リリー」
としてヨガ・SUP インスト
ラクターとしても活躍中！
詳細はスタッフまで。

広報えたじま　令和４年９月 広報えたじま　令和４年９月 14141515


